
住宅産業フォーラム２１ ～住宅産業に関わる産・学・官連

お問

住宅産業フォーラム21は、関西を中心にした住宅産業に関わる産・学・官連携のプラット
フォームであり、実効性のある研究情報を提供・共有、自由・率直な議論通じて、複雑化、
多様化している経営環境のなかで、住宅産業の将来像を構想するための極めて貴重な
示唆を、設立以来十数年の長きにわたり継続的に与え続けています。また、本活動を通じ
て、住宅産業で活動する実務者、若手の研究者、行政者の育成に寄与してきました。
これまでの16年間の活動の中で、フォーラム、シンポジウムを90回開催、若手研究会、視
察研修会を合わせると170回以上の開催実績を誇り また講演いただいた講師は370

【社会背景】
住宅産業の発展を目指して、住宅産業関係者が共通の目標を以て活動していた「住宅

察研修会を合わせると170回以上の開催実績を誇り、また講演いただいた講師は370
名を超えます。

フローの時代」から、住宅事情の変化と住宅産業の変容により、「住宅ストックの時代」
に対応する新しい住宅産業時代を迎えており、今、住宅産業関連企業の経営環境は複
雑化、多様化していると言えます。住宅産業フォーラム２１では、住宅産業の変化をとらえ、
今後の住宅産業の発展に資する活動を行ってきました。

長期優良住宅への指向

他産業から住宅産業への参入
「住宅産業」概念の拡大化

近年の住宅産業の変化

住宅建設戸数の減少
長期優良住宅への指向

住宅メ カ の関心の外延化

マンションの比重の増大

住宅産業
フォーラム21

高齢者・子育てなど生活関連
産業との関わりの深化

地域住宅産業の伸長

住宅メーカーの関心の外延化

エネルギー問題の変化
既築住宅の活用によるリフォーム
・リノベーションへの重点移行

情報収集し、会員間でのコンセンサスを作る

【これまでの活動実績（H 8～H23）】

平成８年度
フォーラム
①「阪神･淡路大震災復興について」
「これからの住宅産業・課題と期待」
②「震災後の住宅の復興状況と今後の取り組み」

平成１２年度
フォーラム
①「集合住宅団地の大規模リフォーム」
②「これからの住宅産業と情報化」
③「２１世紀の住宅産業を展望する」
シンポジウム
①「集合住宅団地 大規模リ

平成１６年度
フォーラム
①「住まいと防犯とセキュリティシステム」
②「他産業からみた住宅産業の姿」
③「宅建業・工務店の新しい潮流」
④「都心賃貸住宅の新しい形とマンスリーマンション」
シンポジウム

平成２０年度
フォーラム
①「住宅産業の新しい潮流－住宅産業の原点と萌芽」
②「改正建築士法と建築士に期待される役割」
③「住宅産業の新しい潮流‐住まい手にどう応えるか」
④「住宅産業と住教育－住宅産業が果す役割－」
シンポジウム
①「住宅・建築生産の歴史に学ぶ持続可能性」

【これまでの活動実績（H 8 H23）】

② 震災後の住宅の復興状況と今後の取り組み」
「震災復興と住まい・まちづくり」
③「神戸東部新都心開発の方向について」
「阪神大震災から見たガス供給と今後の課題」
「阪神大震災によるプレハブ住宅の被害状況について」
④「震災と都市耐震診断について」
「兵庫県南部地震による住宅建材被害実態調査 報告」
「阪神・淡路大震災被災「既存不適格住宅」再建の取組

シンポジウム
⑤震災に住宅関連産業はどのように対応したのか？
視察研修会

①「集合住宅団地の大規模リフォーム」
②「ストック活用とリフォーム産業」
③「住宅ならびに住設機器の情報化」
④「住宅生産システムの情報化」
視察研修会
①同潤会江戸川アパート・代官山再開発地区・同潤会青山アパート
②奈良市奈良町・橿原市今井町

平成１３年度
フォーラム

①震害を受けない住宅をめざして
視察研修会
①都市基盤整備公団総合研究所技術センター施設、
アクティ汐留、東雲キャナルコートＣＯＤＡＮ
②国立国際美術館、関西電力㈱大阪中之島本社ﾋﾞﾙ

平成１７年度
フォーラム
①「地球環境時代における住生活エネルギーと住まい方の再考」
②「ライフスタイルの多様化と住宅産業」

① 住宅 建築生産の歴史に学ぶ持続可能性」
視察研修会
①軽井沢地区 視察および事例研究
②東リ㈱本社工場、研修センター
③キッザニア甲子園
研究会
①箕面市桜ヶ丘 大正住宅博覧会地区

平成２１年度
フォーラム
①『特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保に関する法律』を消費者（生活者）視察研修会

⑥大阪ドーム及び大阪ガス実験集合住宅ＮＥＸＴ２１

平成９年度
フォーラム
①「住宅産業の今後の課題」
②「今後の住宅建材産業関連施策について」
③「規制緩和による２１世紀住宅産業」
研究会
④調査研究会テーマの検討
⑤居住関連サ ビ 業者に聞く

①「ライフスタイルとしての市街地居住」
②「ライフスタイル戦略から見た（設計）計画課題」
③「転換期の自治体行政と住宅政策」
④「公団・公庫の役割見直し問題と自治体住宅政策」
シンポジウム
①「都市居住の新潮流」
②「関西大都市の都市再生と住まい・まちづくり 」
③「居住地の魅力」
研究会
①研究会のあり方等に関する議論

②「ライフスタイルの多様化と住宅産業」
③「行政から見た住宅産業の課題と展望～景観とまちづくり～」
④「住宅産業の新潮流～さきがけを、住まいづくりの原点から再考する～」
シンポジウム
①「日本の住宅産業はどのように発展してきたか」
②「これからの１０年の住宅産業を展望する」
視察研修会
①トヨタアトリスパーク、トヨタ未来住宅、産業技術記念館、愛知万博
②東洋陶器㈱（北九州工場）、積水ハウス北九州街づくり
研究会
①㈱デザインクラブアレンジスタジオ見学等

①『特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保に関する法律』を消費者（生活者）
保護の仕組みとして成熟させるために！」
②～④「長期優良住宅先導的事業から見える住宅産業が
果たす役割」
シンポジウム
①「プレハブ企業型生産と地域型生産の融合システムはありうるか」
視察研修会
①伊佐家屋敷、一休寺等
②岡山県中庄団地他
研修会
①平成２１年度活動内容に 議論⑤居住関連サービス業者に聞く

⑥高齢者・障害者の住ニーズ～脊損の一般的理解と住宅改善～
⑦住宅設備メーカーに聞く
⑧都市型集合住宅のニーズ
視察研修会
⑨ＯＡＰレジデンスタワー
⑩大阪府営河内長野木戸住宅
海外事情調査
⑪「北欧住宅産業事情調査団」派遣

①研究会のあり方等に関する議論
②「集合住宅の魅力探し（集まって住むこと）」に関する議論
③ローレルスクエア登美ヶ丘
④コーポラティブハウスのＡＢＣ
⑤ユーコートの概要
視察研修会
①ガーデンハイツ加美
②大和ハウス工業㈱ 総合技術研究所

平成１４年度
フォ ラム

①㈱デザインクラブアレンジスタジオ見学等
②積層の家 建築家 大谷氏自邸見学
③ＬＯＨＡＳ団塊世代 団塊ジュニアとＬＯＨＡＳは関係があるか？聴講

平成１８年度
フォーラム
①「住生活基本法と住宅産業」
②「省エネルギー住宅・次世代エネルギー最前線」
③「超高層住宅に代表される都市居住の地域コミュニ
ティー」
ポジ

①平成２１年度活動内容についての議論
②住まいのミュージアム施設視察
③建築の動機について
④住まいの担い手への問題意識、みんぱく視察
⑤志賀直哉旧邸視察

平成２２年度
フォーラム
①「トップランナー方式で展開されている省エネ政策と省エネ対策新技術を考
える」

平成１０年度
フォーラム
①「住宅性能表示を中心とした問題」
②「新しい住宅供給システムについて」
③「２１世紀の都市居住像」
シンポジウム
①「住宅情報からみた居住者ニーズ」
②「住宅とＰＬ法」
③「リフォームの現状」
④「日本の住宅生産システムと輸入住宅」

フォーラム
①「住宅構法とモジュールの規格統一は何故できないのか」
②「次世代のエネルギーシステム」
シンポジウム
①「新築住宅着工７０万戸時代の読み方」
②「少子高齢時代の家族と住まい －新たな分析視角の提起－」
③「次世代の省エネルギー住宅」
④「地球環境時代へ向けた住宅産業の新展開」
視察研修会
①紀泉ふれあい自然塾

シンポジウム
①10周年シンポジウム in Tokyo
「これからの10年―住宅産業を展望する」
②「循環型社会を実現する技術と社会システム」
視察研修会
①パソナO２、東京ミッドタウン、六本木ヒルズ、三鷹マ
ンション、天命転地住宅、サンシティ横浜
②ビオール大阪大手前タワー、グランドメゾン大手前
タワー
研究会

②「自然生態系に学ぶ住宅設備技術・地産地消の環境エネルギービジネスを
考える」
③「持続可能な未来に向けて住環境リテラシーのあり方を考える」
④「生活者の視点からの物づくり（住まいづくり）がもたらす世界を考える」
シンポジウム
①「低炭素社会に向けて住宅・建築とエネルギーのあり方を考える」
視察研修会
①ＴＯＴＯ・ＤＡＩＫＥＮ・ＹＫＫ ＡＰ ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝｼｮｰﾙｰﾑ
②都市再生機構向ヶ丘第一団地ストック再生実証試験
若手研究会④「日本の住宅生産システムと輸入住宅」

⑤「健康住宅とは、住めば健康になる住宅？それとも病気になりにくい住宅？」
⑥「萱島・新町家プロジェクト」
視察研修会
①神戸市東部新都心
②クリエイティブＴＯＷＮ岡山（ＣＴＯ）
③萱島・新町家プロジェクト

平成１１年度
フォーラム
①「少子化 高齢化社会を考慮した建築生産システム 介護保険時代の住宅政策 」

②スカイオアシス、くずはタワーシティー
③エルホーム芦屋
研究会
①グランドメゾン晴明丘、グランドメゾン天王寺小橋町
②『ラグザ大阪レジデンス』の開発と分譲について
③「六甲アイランドＣＩＴＹ『イーストコート１１番街』」
④集まって住むことの魅力と課題について分析・討議
⑤アーバネックス三条

平成１５年度

研
①今年度の活動方針について議論
②「東京あるきテクトについて」
③NEXT21視察

平成１９年度
フォーラム
①「これからの建築確認検査制度と住まいの安全・安心を考える」
②「住宅産業における地球温暖化対策」
③「住宅産業と住教育‐生涯学習としての住まい学
習」

若手研究会
①「昭和町界隈および耐震シェルター『ｊ．Ｐｏｄ工法』の視察」

平成２３年度
フォーラム
①「30年後の住まいづくり社会を構想するプロジェクト活動報告」
②「住宅産業の過去・現在・未来を問い直す－企業の枠組みを超えて－」
③「住宅産業は東日本大震災にどう対応したか、さらにどうすべきか」
④「住宅産業フォーラム２１のこれからの展開」
シンポジウム
①「成熟社会と住宅」①「少子化・高齢化社会を考慮した建築生産システム－介護保険時代の住宅政策－」

②「住宅の性能表示と品質確保～消費者の視点から見た現在の住宅～」
③「住宅生産と情報化～情報化の将来～」
シンポジウム
①「介護保険時代の住宅産業～介護保険制度は住宅をどう変えるのか？～」
②「介護保険時代の住宅産業～在宅福祉における住宅改造と介護現場の現状」
③「住宅の性能表示と品質確保～住宅性能表示制度の動き～」
④「住宅の性能表示と品質確保～住宅生産者と消費 者の視点から～」
⑤「住宅生産と情報化～情報化の現状～」
視察研修会
①

平成 年度
フォーラム
①「関西圏の住宅マーケットを読む」
②「地球環境時代と住まい手の意識変化」
③「～住宅産業の新潮流～建築家システムと住宅産業」
④「省エネルギーへの社会の取り組みと住宅機器開発の方向性」
⑤「～住宅産業の新潮流～ストック市場への挑戦」
視察研修会
①アーベインなんば、アーベイン中之島西
②住まいのデパート『ペンタくん』多摩センター店、マークスプリングス
研究会

習」
シンポジウム
①「安全安心な住宅を手に入れる」
②「地震を知って震災に備える」
視察研修会
①京都まちなかこだわり住宅のモデルハウス視察
②ハウススクエア横浜 大和ハウス展示場
研究会
①大阪での地域資源を見直す
②大阪での地域資源を見直すⅡ（岸和田地区）
③19年度総括と20年度の方向性検討

①「成熟社会と住宅」
視察研修会
①リビオ姫路大津 ブルームガーデンのぞみ野
②大阪府摂津市南千里丘地区
若手研究会
①大阪ガス実験集合住宅『ＮＥＸＴ２１』視察
②コトバノイエ視察
③TELEVISION HOUSE 佐竹台の家視察

①次世代住宅「ふれっくすコート吉田」
②ソワール新檜尾台
③大阪市立住まい情報センター

研究会
①平成１５年度活動内容についての議論
②「ＮＥＸＴ２１」見学
③取材調査メンバー及びスケジュール等の議論
④来年度活動についての議論
⑤年間活動報告についての議論

③19年度総括と20年度の方向性検討

連携のプラットフォームによる情報交流および人材育成～

問合せ先：（一財）大阪科学技術センター 住宅産業フォーラム２１事務局 tel 06-6443-5320

【役割】
住宅産業フォーラム21の役割は、多岐に渡っており、複雑化する住宅産業においては
今後さらに産学官連携 プラ ト ムを活用した取り組みに期待が高ま ます今後さらに産学官連携のプラットフォームを活用した取り組みに期待が高まっています。

・住宅産業の新しい動向をつかむ ・住宅産業の同業他社の動向を知る

・社会や消費者のニーズをつかむ ・国の施策についての情報を求める
・自社活動の成果の発表の場として利用する ・大学研究者の研究動向を知る
関西における住宅産業 発展 ため 情報共有 異業種間 意見交換を行う・関西における住宅産業の発展のための情報共有 ・異業種間での意見交換を行う
・社会に対するメセナ活動 ・住宅産業界のコミュニケーションを図る

【住宅産業フォーラム２１概要】
＜組織名称＞住宅産業フォーラム２１ (大阪科学技術センター地域開発委員会に設置)
＜創立＞平成8年4月1日＜創立＞平成8年4月1日
＜目的＞
住宅産業の先進地域である関西を舞台に産・学・官が集まり、住宅産業のありようについてソフト・
ハードの両面から幅広く討議し、環境に適合する２１世紀に相応しい新しい住宅産業像を追及する
とともに、その成果を社会一般に広く公開すること
＜構成＞ （企業、団体名五十音順、平成24年7月現在）
座 夫京都 学名誉教授座長：巽和夫京都大学名誉教授
副座長：柏原士郎大阪大学名誉教授
[法人会員15社]
㈱アキュラホーム、大阪ガス㈱、㈱大林組 、(社)関西住宅宅地経営協会、
関西電力㈱、関電不動産㈱、積水ハウス㈱、㈱ゼロ・コーポレーション、
太平土地㈱、大和ハウス工業㈱、㈱竹中工務店、ＴＯＴＯ㈱、
トヨタホーム㈱、パナソニック㈱、㈱安井建築設計事務所
[学界委員3名] 京都大学、大阪大学、甲南女子大学
[行政アドバイザー12名]
近畿経済産業局、近畿地方整備局、(独)住宅金融支援機構、
(独)都市再生機構、京都府、京都市、大阪府、大阪市、兵庫県、神戸市、
大阪府住宅供給公社、大阪市住宅供給公社 写真：巽和夫座長
[個人会員10名]
[事務局]  (一財)大阪科学技術センター

●フォーラム
年度ごとのテーマに基づき、会員を対象に年4回年度ごとのテ マに基づき、会員を対象に年4回
程度開催しています。産・学・官の有識者により
講演いただき、情報の蓄積を図るとともに知見を
高めます。
クローズドな場だけに率直な議論が交わされます。

写真：H23 第2回フォ ラム

●シンポジウム
年度ごとのテ マに基づき 般公開で開催します

写真：H23 第2回フォーラム
「住宅産業の過去・現在・未来を問い直す」

年度ごとのテーマに基づき、一般公開で開催します。
年度のとりまとめと時宜を得たテーマの設定により、
総括シンポジウムを行い、各界の動向把握、知見の
蓄積を行うとともに、住宅産業フォーラム21の活動
を広く周知しています。

●視察研修会

写真：H14 特別シンポジウム
「新築住宅着工70万戸時代の読み方」

会員を対象に、参加メンバーの希望に添って
見学先を設定し、普通では体験しにくい現場にて
話を聞き、その場で研修・討論ができる視察研修会
を開催しています。

写真：H14 第1回視察研究会
「紀泉ふれあい自然塾」

●若手研究会
活動を通して会員企業の若手社員を育成することを
目的としています。
メンバーの関心のある住宅産業の重要テーマに
ついて議論を深めるとともに、メンバー間の交流を
推進しています推進しています。
また、実際に、これまでの住宅には見られない
独創的な手法、コンセプトで設計された住宅を
視察し現場レベルの知見を高めています。

写真：H13 第3回若手研究会
「 美「ローレルスクエア登美ヶ丘」


